
“キャリアアップ”と“つながる”ための情報です
気になる学会・研究会、セミナーなどに出かけよう！

I n f o r m a t i o n

参
加
者
・
受
講
者

募
集
中

※
掲
載
し
て
い
る
情
報
は
２
０
２
１
年

12
月
3
日
時
点
の
も
の
で
す
。
最
新
の

情
報
は
主
催
元
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

全
国
訪
問
看
護
事
業
協
会
　

令
和
3
年
度
研
修
会

（
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
）

募
集
期
間
　

1
月
27
日（
木
）ま
で

受
講
可
能
期
間
　

2
か
月
間

◎
第
3
回
訪
問
看
護
師
基
礎
研
修
会

講
義
時
間
　
約
10
時
間

受
講
料
　

会
員
1
万
７
０
０
０
円
、
非

会
員
3
万
２
０
０
０
円

対
象
　
訪
問
看
護
に
従
事
す
る
看
護
師

等概
要
　
訪
問
看
護
に
お
け
る
接
遇
／
訪

問
看
護
の
実
際
と
訪
問
看
護
利
用
者
の

理
解
／
多
職
種
と
の
連
携
／
あ
な
た
が

目
指
す
訪
問
看
護
と
は
／
訪
問
看
護
の

制
度
の
理
解
／
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
視
点
／
訪
問
看
護
に
お
け
る
家
族
支

援◎
第
3
回
訪
問
看
護
新
任
管
理
者
研
修

会
1

―
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
き

た
い
管
理
者
業
務

講
義
時
間
　
約
9
時
間

受
講
料
　

会
員
1
万
７
０
０
０
円
、
非

会
員
3
万
２
０
０
０
円

対
象
　
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管

理
者
、
ま
た
は
管
理
者
に
な
る
予
定
の

保
健
師
・
看
護
師
・
助
産
師
で
、
訪
問

看
護
の
新
任
従
事
者
を
対
象
と
し
た
研

修
会（
訪
問
看
護
師
基
礎
研
修
会
や
新

任
従
事
者
研
修
会
、
他
団
体
主
催
の
同

等
の
研
修
会
）修
了
者

概
要
　
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管

理
業
務
の
概
要
・
管
理
者
の
役
割
／
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
経
営
管
理
／

管
理
者
と
し
て
の
課
題
の
抽
出
・
分
析

と
今
後
の
目
標
／
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
関
わ
る
諸
制
度
と
訪
問
看
護

を
取
り
巻
く
状
況
／
訪
問
看
護
に
お
け

る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
た
め
の
基
礎
知
識
／

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
の
管
理
業
務
の
実
際
／
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
質
の
管

理◎
第
3
回
訪
問
看
護
新
任
管
理
者
研
修

会
2

―
経
営
管
理
の
基
本

講
義
時
間
　
約
4
時
間
30
分

受
講
料
　

会
員
８
０
０
０
円
、
非
会
員

2
万
２
０
０
０
円

対
象
　
訪
問
看
護
新
任
管
理
者
研
修
会

1
修
了
者
、
ま
た
は
過
去
に
訪
問
看
護

新
任
管
理
者
研
修
会
を
修
了
し
た
者

概
要
　
訪
問
看
護
事
業
所
に
お
け
る
事

業
計
画
・
予
算
の
立
て
方
、
労
務
管
理

の
基
礎
知
識

◎
第
2
回
訪
問
看
護
師
の
た
め
の
再
度

確
認
！
保
険
請
求
業
務

講
義
時
間
　
約
6
時
間

受
講
料
　

会
員
８
０
０
０
円
、
非
会
員

2
万
２
０
０
０
円

対
象
　
訪
問
看
護
に
従
事
す
る
看
護
職

員（
准
看
護
師
除
く
）、
管
理
者
ま
た

は
そ
れ
に
準
ず
る
看
護
職
員
と
視
聴
で

き
る
事
務
職
員

概
要
　
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お

け
る
介
護
保
険
・
医
療
保
険
の
算
定
構

造
／
保
険
請
求
の
実
際
／
公
費
請
求
の

実
際
／
間
違
え
や
す
い
請
求
／『
訪
問

看
護
実
務
相
談
Ｑ
＆
Ａ
』の
活
用
／
施

設
の
訪
問
／
令
和
3
年
4
月
の
介
護
報

酬
改
定
に
つ
い
て

【
以
下
共
通
】

問
全
国
訪
問
看
護
事
業
協
会

☎
０
３
‐
３
３
５
１
‐
５
８
９
８

０
３
‐
３
３
５
１
‐
５
９
３
８

２
０
２
２
年
度
木
村
看
護

教
育
振
興
財
団
助
成
募
集

◎
看
護
研
究
助
成

助
成
対
象
　

看
護
の
質
的
充
実
・
向
上

が
期
待
で
き
る
先
駆
的
研
究
で
、
療
養

環
境
に
関
わ
る
研
究
な
ど
、
臨
床
の
役

に
立
つ
未
発
表
の
も
の
。
共
同
研
究
歓

迎
。

助
成
す
る
研
究
の
分
野
　
基
礎
看
護
、

成
人
看
護
、
老
年
看
護
、
小
児
看
護
、

母
性
看
護
、
精
神
看
護
、
地
域
看
護
、

在
宅
看
護
、
看
護
管
理
、
看
護
教
育
、

そ
の
他

応
募
資
格
・
要
件

①
申
込
者（
共
同
研
究
の
場
合
は
研
究

代
表
者
）は
、
日
本
在
住
の
看
護
職
者

で
、
臨
床
・
地
域
看
護
に
従
事
し
て
い

る
個
人
。

②
大
学
の
教
員
、
大
学
院
生
は
対
象
と

な
ら
な
い
。た
だ
し
、大
学
院
生
で
も
、

臨
床
・
地
域
看
護
に
従
事
し
て
い
る
看

護
職
者
は
対
象
と
な
る
。

③
助
成
採
択
後
、
た
だ
ち
に
所
属
機
関

等
の
倫
理
審
査
委
員
会
等
へ
の
承
認
申

請
を
行
う
こ
と
。
ま
た
は
、
す
で
に
承

認
申
請
中
で
あ
る
こ
と
。

④
関
係
所
属
長
の
許
可
・
推
薦
が
あ
る

こ
と
。

⑤
営
利
を
目
的
と
す
る
研
究
は
対
象
に

な
ら
な
い
。

研
究
期
間
　

4
月
1
日（
金
）
〜

２
０
２
３
年
9
月
30
日（
金
）

助
成
金
額
　

1
件
に
つ
き
１
０
０
万
円

を
限
度

助
成
金
の
使
途
お
よ
び
報
告

①
助
成
金
の
使
途
に
は
、
研
究
協
力
者

経
費
、
旅
費
交
通
費
、
調
査
費
、
資
料
・

印
刷
費
、
会
議
費
、
通
信
・
運
搬
費
、

機
器
・
備
品
費
、
消
耗
品
費
等
を
含
む
。

た
だ
し
、
給
与
形
式
の
人
件
費
は
対
象

か
ら
除
外（
財
団
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
の
別

紙「
研
究
助
成
費
目
一
覧
」参
照
）。

②
助
成
金
の
使
途
に
つ
い
て
は
、
助
成

対
象
研
究
に
必
要
な
直
接
経
費
に
限

る
。
間
接
経
費
は
含
ま
な
い
。

③
助
成
金
の
使
途
に
つ
い
て
は
、
収
支

状
況
表
に
領
収
書
等
を
添
え
て
詳
細
な

報
告
を
す
る
。

応
募
方
法
　

財
団
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の

「
２
０
２
２
年
度
　
看
護
研
究
助
成
申

込
書
」に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
本

財
団
へ
郵
送
。

申
込
締
切
日
　

1
月
20
日（
木
）必
着

選
考
結
果
　

3
月
下
旬
に
通
知

助
成
金
の
贈
呈
　

6
月
中
旬
予
定

 vol.27  no.1  2022　訪問看護と介護    62

©
IG

AK
U

-S
H

O
IN

 L
td

, 2
02

2

2026/09/14 08:44:35



＊
助
成
が
決
定
し
た
研
究
の
代
表
者
は

後
日「
助
成
金
交
付
請
求
書
」を
提
出

研
究
成
果
の
報
告
　
研
究
の
成
果
お
よ

び
助
成
金
の
使
途
状
況
に
つ
い
て
、

２
０
２
３
年
9
月
30
日
ま
で
に
本
財
団

所
定
の
様
式
に
よ
り
報
告
。
研
究
成
果

は
、
２
０
２
４
年
7
月
頃
に
発
行
予
定

の「
木
村
看
護
教
育
振
興
財
団
２
０
２
２

年
度
看
護
研
究
助
成
事
業『
看
護
研
究

集
録
31
号
』」
に
収
載
。
こ
の
研
究
集

録
は
日
本
全
国
の
主
要
な
病
院
や
看
護

系
大
学
に
配
布
予
定
。
研
究
報
告
書
の

内
容
は
、
国
の
内
外
を
問
わ
ず
、
他
の

出
版
物（
デ
ジ
タ
ル
媒
体
を
含
む
）に

す
で
に
発
表
あ
る
い
は
投
稿
さ
れ
て
い

な
い
も
の
に
限
る
。
ま
た
、
本
財
団
の

看
護
研
究
集
録
が
発
行
さ
れ
る
ま
で

は
、他
団
体
へ
の
投
稿
を
し
な
い
こ
と
。

学
会
誌
等
に
投
稿
す
る
場
合
、
二
重
投

稿
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
投
稿
機

関
に
確
認
す
る
こ
と
。
研
究
の
成
果
を

関
係
学
会
等
に
発
表
す
る
際
に
は
、
公

益
財
団
法
人
木
村
看
護
教
育
振
興
財
団

助
成
に
よ
る
研
究
で
あ
る
旨
を
明
記
の

こ
と
。

◎
専
門
看
護
師（
Ｃ
Ｎ
Ｓ
）奨
学
金
助

成募
集
分
野
　
２
０
２
１
年
9
月
時
点
で

公
益
社
団
法
人
日
本
看
護
協
会
専
門
看

護
師
制
度
委
員
会
が
特
定
し
て
い
る
次

の
13
専
門
看
護
分
野
に
つ
い
て
募
集

（
が
ん
看
護
、精
神
看
護
、地
域
看
護
、

老
人
看
護
、
小
児
看
護
、
母
性
看
護
、

慢
性
疾
患
看
護
、
急
性
・
重
症
患
者
看

護
、
感
染
症
看
護
、
家
族
支
援
、
在
宅

看
護
、
遺
伝
看
護
、
災
害
看
護
）

支
給
対
象
者
　
看
護
系
大
学
大
学
院
修

士
課
程
専
門
看
護
師
教
育
課
程
2
年

コ
ー
ス
の
2
年
次
進
級
予
定
者
で
、
次

の
①
②
を
満
た
し
て
い
る
者

①
大
学
院
は
、
日
本
看
護
系
大
学
協
議

会
に
よ
り
専
門
看
護
師
教
育
課
程
の
認

定
を
受
け
た
大
学
院
の
当
該
課
程
に
在

籍
し
て
い
る
者

②
臨
床
あ
る
い
は
地
域
看
護
の
分
野
で

専
門
看
護
師
認
定
を
受
け
ら
れ
る
実
務

経
験
を
満
た
せ
る
者

支
給
額
　
年
額
60
万
円

支
給
期
間
　

1
年
間（
4
月
か
ら
翌
年

3
月
ま
で
）

支
給
条
件
　
看
護
系
大
学
大
学
院
専
門

看
護
師
教
育
課
程
に
在
籍
し
、
修
学
中

の
者
で
２
０
２
３
年
3
月
に
同
課
程
修

了
後
、
専
門
看
護
師
と
し
て
必
ず
資
格

認
定
を
受
け
、
認
定
さ
れ
た
看
護
専
門

分
野
の
臨
床
に
2
年
以
上
就
業
す
る
こ

と
を
確
約
で
き
る
者
。
た
だ
し
、
支
給

条
件
に
反
し
た
場
合
に
は
、
奨
学
金
の

返
還
を
求
め
る
。

奨
学
金
申
請
手
続
き
に
必
要
な
書
類

①
本
人
記
載
の
申
請
書

②
専
門
看
護
師
と
し
て
の
将
来
展
望
、

抱
負

③
1
年
次
前
期
の
成
績
証
明
書

④
指
導
教
員
の
推
薦
書

⑤
5
年
以
上
の
実
務
経
験（
す
べ
て
）

を
証
明
す
る
書
類

＊
②
の
書
面
の
様
式
は
自
由
。
ワ
ー
プ

ロ
１
２
０
０
字
程
度
を
上
限
に
Ａ
4
版

で
記
載
す
る
こ
と

＊
③
④
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
封
印
さ

れ
た
も
の
を
同
封
す
る
こ
と

＊
⑤
は
必
要
に
応
じ
て
コ
ピ
ー
し
て
使

用
の
こ
と

＊
③
⑤
の
う
ち
、
提
出
で
き
な
い
書
類

が
あ
る
場
合
は
、
理
由
書
を
同
封
す
る

こ
と

奨
学
金
受
給
者
の
事
後
報
告
義
務
等
　

証
明
に
関
す
る
も
の
は
、
そ
の
都
度
速

や
か
に
提
出
す
る
こ
と

①
大
学
院
修
士
課
程
、
専
門
看
護
師
教

育
課
程
の
修
了
を
証
明
す
る
も
の

②
専
門
看
護
師
の
認
定
を
証
明
す
る
も

の③
就
業
先
の
在
籍
を
証
明
す
る
も
の

④
氏
名
や
住
所
等
の
変
更

申
込
締
切
日
　

1
月
20
日（
木
）必
着

選
考
結
果
　

3
月
下
旬
に
通
知

【
以
下
共
通
】

問
公
益
財
団
法
人
木
村
看
護
教
育
振

興
財
団

〒
１
１
３
‐
０
０
３
３

東
京
都
文
京
区
本
郷
5
‐
25
‐
14

8
階

☎
０
３
‐
５
８
０
０
‐
２
７
０
０

０
３
‐
５
８
０
０
‐
０
０
２
２

kim
ura-info@

nurseed.jp

http://w
w

w
.nurseed.jp/

第
51
回
日
本
慢
性
疼
痛
学
会

（
現
地
＋
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
）

日
程
　

2
月
25
日（
金
）〜
26
日（
土
）

会
場
　

佐
賀
市
文
化
会
館（
佐
賀
県
佐

賀
市
）

テ
ー
マ
　
慢
性
痛
を
理
解
す
る

―
心

身
一
如
　
心
と
身
体
の
関
わ
り

プ
ロ
グ
ラ
ム
　
基
調
講
演
　
飯
田
宏
樹

（
岐
阜
大
学
）／
特
別
講
演
①「
身
心
一

如
、
東
西
一
如
、
自
他
一
如
の
痛
み
治

療
」外
須
美
夫（
国
際
医
療
福
祉
大
学
）、

②「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と

そ
の
対
策
」大
曲
貴
夫（
国
立
国
際
医

療
研
究
セ
ン
タ
ー
）／
教
育
講
演
①「
認

知
症
患
者
に
お
け
る
疼
痛
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」丹
羽
真
一（
福
島
県
立
医
科
大
学
）、

②「
慢
性
疼
痛
に
対
す
る
漢
方
治
療
」

平
田
道
彦（
平
田
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ

ク
）、
③「
サ
イ
ト
カ
イ
ン
に
よ
る
疼

痛
制
御
」吉
田
裕
樹（
佐
賀
大
学
）、
④

「
多
面
的
評
価
に
基
づ
く
慢
性
痛
の
集

学
的
治
療
と
健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け

た
運
動
器
の
包
括
的
な
評
価・介
入（
Ａ

Ｓ
Ｏ
コ
ン
セ
プ
ト
）に
つ
い
て
」松
平

浩（
東
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院
）／

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
①「
慢
性
疼
痛
患
者
と

向
き
合
う
コ
ツ
―
―
多
職
種
か
ら
の
提

案
」松
原
貴
子（
神
戸
学
院
大
学
）ほ
か
、

②「
慢
性
疼
痛
に
対
す
る
オ
ピ
オ
イ
ド

鎮
痛
薬
の
適
正
使
用
に
つ
い
て
共
に
学

ぶ
」上
野
博
司（
京
都
府
立
医
科
大
学
）

ほ
か
、
③「
慢
性
疼
痛
診
療
の
ア
ウ
ト

カ
ム
の
位
置
づ
け

―
何
を
も
っ
て

治
っ
た
と
す
る
の
か

―
治
る
患
者

と
治
ら
な
い
患
者
」井
上
真
輔（
愛
知

医
科
大
学
）ほ
か
、
④「
慢
性
機
能
性

疼
痛
疾
患
」坂
本
英
治（
九
州
大
学
）ほ

か
／
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
①「
慢
性
痛
心

理
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」細
井
昌
子（
九

州
大
学
）ほ
か
、
②「
慢
性
疼
痛
に
対

す
る
イ
ン
タ
ー
ベ
ン
シ
ョ
ナ
ル
治
療
」

吉
村
文
貴（
岐
阜
大
学
）ほ
か
、
③「
慢

性
疼
痛
に
対
す
る
東
洋
医
学
的
治
療
―

―
基
礎
研
究
か
ら
臨
床
へ
」中
西
美
保

（
滋
賀
医
科
大
学
）／
市
民
公
開
講
座

「
知
っ
て
お
き
た
い
腰
痛
・
腰
部
脊
柱

管
狭
窄
症
・
健
康
長
寿
に
向
け
た
知
識

と
対
策
」松
平
浩（
東
京
大
学
医
学
部

附
属
病
院
）

問
運
営
事
務
局

〒
８
４
９
‐
０
９
１
７

佐
賀
県
佐
賀
市
高
木
瀬
町
長
瀬

１
９
１
３
‐
３

ビ
ジ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
内

☎
０
９
５
２
‐
３
７
‐
９
７
７
０

０
９
５
２
‐
３
７
‐
９
７
７
１

info@
jsscp51.com

https://jsscp51.com
/index.htm

l

第
16
回
東
京
都
病
院
学
会

（
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
）

日
程
　
﹇
ラ
イ
ブ
配
信
﹈2
月
27
日（
日
）

9
〜
17
時（
予
定
）、﹇
オ
ン
デ
マ
ン
ド

配
信
﹈2
月
27
日（
日
）9
時
〜
3
月
20

日（
日
）23
時
59
分

テ
ー
マ
　
コ
ロ
ナ
後
の
病
院
経
営

―
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変
わ
る
こ
と
を
恐
れ
な
い

プ
ロ
グ
ラ
ム
　

基
調
講
演「
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ
‐
19
を
振
り
返
っ
て

―
公
私
・
官

民
を
考
え
る
」河
北
博
文（
東
京
都
病

院
協
会
）／
協
会
長
講
演「
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
東
京
都
病
院
協
会
の
対
応
」

猪
口
正
孝（
東
京
都
病
院
協
会
）／
学

会
長
講
演「『
晴
れ
て
よ
し
　
曇
り
て

も
よ
し
　
富
士
の
山
』
―
コ
ロ
ナ
禍

の
財
団
　
過
去
現
在
未
来
」横
山
孝（
東

京
都
病
院
協
会
）／
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
／

特
別
講
演
／
委
員
会
企
画

参
加
費
　
院
長・理
事
長
1
万
５
０
０
０

円
、
職
員
等
５
０
０
０
円
、
学
生

１
０
０
０
円

事
前
参
加
登
録
締
切
　

2
月
26
日（
土
）

18
：
00

参
加
登
録
方
法
　
左
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
の
参
加

登
録
ペ
ー
ジ
よ
り
。

https://tm
ha16.com

/

問
学
会
事
務
局

〒
１
０
１
‐
０
０
６
２

千
代
田
区
神
田
駿
河
台
2
‐
5

東
京
都
医
師
会
館
４
０
４
号

東
京
都
病
院
協
会
内

☎
０
３
‐
５
２
１
７
‐
０
８
９
６

０
３
‐
５
２
１
７
‐
０
８
９
８

gaktm
ha@

xq
b

.b
iglob

e.ne.jp

（
学
会
専
用
）

h
ttp

s
://tm

h
a

.n
e

t/g
a

k
k

a
i/

info/16th.htm
l

第
32
回
日
本
医
学
看
護
学

教
育
学
会
学
術
学
会

（
現
地
開
催
）

日
時
　

3
月
5
日（
土
）

会
場
　
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
宇
部（
山
口
県
宇
部
市
）

テ
ー
マ
　
心
不
全
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
へ
の

挑
戦

プ
ロ
グ
ラ
ム
　

会
頭
講
演「〝
こ
こ
ろ
〞

に
心
を
奪
わ
れ
て
」大
草
知
子（
こ
ろ

吉
訪
問
診
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
）／
特
別
講

演「C
reating successful m

edical 

team
 for heart failure care

（ten-
tative

）」Professor A
nna S

tröm
-

berg

（Linköping U
niversity

）／
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム「
包
括
的
チ
ー
ム
医
療
で

取
り
組
む
心
不
全
」：「
残
さ
れ
た
課
題

と
し
て
の
心
不
全
」木
原
康
樹（
神
戸

市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
中
央
市
民
病

院
）、「
心
不
全
患
者
の
在
宅
療
養
を
支

え
る
心
不
全
チ
ー
ム
の
取
り
組
み
―

今
、
看
護
師
に
で
き
る
こ
と
、
や
る
べ

き
こ
と
」前
田
靖
子（
名
古
屋
澄
心
会

名
古
屋
ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）、「
循
環
器

病
対
策
推
進
基
本
計
画
と
地
域
医
療
」

名
越
究（
島
根
大
学
）／
市
民
公
開
講

座「
こ
こ
ろ
と
睡
眠
」：「
き
ょ
う
い
く

と
き
ょ
う
よ
う
で
認
知
症
予
防
」宮
崎

総
一
郎（
中
部
大
学
）、「
心
臓
病
と
睡

眠
に
つ
い
て
」安
藤
眞
一（
九
州
大
学

病
院
）、「
動
物
の
時
間
か
ら
見
た
睡
眠
」

本
川
達
雄（
東
京
工
業
大
学
）

参
加
費
　
﹇
事
前
﹈一
般
会
員
３
０
０
０

円
、
非
会
員
４
０
０
０
円
、
学
部
学
生

２
０
０
０
円
、﹇
当
日
﹈
一
般
会
員

４
０
０
０
円
、
非
会
員
５
０
０
０
円
、

学
部
学
生
２
０
０
０
円

事
前
参
加
登
録
締
切
　

1
月
19
日（
水
）

17
：
00

参
加
登
録
方
法
　
左
記
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

の
参
加
登
録
フ
ォ
ー
ム
よ
り

問
運
営
事
務
局

〒
７
５
５
‐
８
５
８
８

山
口
県
宇
部
市
相
生
町
8
‐
1

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
宇
部

内☎
０
８
３
６
‐
２
２
‐
０
２
５
０

０
８
３
６
‐
２
２
‐
０
１
２
５

jam
ne32frontier@

gm
ail.com

http://w
w

w
.jam

ne.org/m
eeting/ 

32.htm
l

文
化
看
護
学
会
　

第
14
回

学
術
集
会
（
現
地
＋
Ｗ
ｅ
ｂ

開
催
）

日
程
　

3
月
12
日（
土
）

テ
ー
マ
　
「
ふ
れ
あ
う
」文
化
と
看
護

プ
ロ
グ
ラ
ム
　
「『
ふ
れ
あ
う
』暮
ら
し

と
看
護（
仮
）」永
井
優
子（
自
治
医
科

大
学
）／
基
調
講
演「『
ふ
れ
あ
う
』文

化

―
か
ら
だ
・
記
憶
・
関
係
性（
仮
）」

伊
藤
亜
紗（
東
京
工
業
大
学
）／
教
育

講
演「『
看
取
る
こ
と
』と『
葬
送
す
る

こ
と
』
の
変
容（
仮
）」
田
中
大
介（
自

治
医
科
大
学
）／
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
Ｃ

Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19
が
も
た
ら
し
た『
看
取

り
』
の
変
容
を
ど
う
す
る
か（
仮
）」：

①「
緩
和
ケ
ア
の
立
場
か
ら
」小
松
崎

香（
自
治
医
科
大
学
付
属
病
院
）、②「
在

宅
ケ
ア
の
立
場
か
ら
」調
整
中
、
③「
Ｃ

Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19
患
者
の
在
宅
診
療
の
立

場
か
ら
」調
整
中
／
市
民
公
開
講
座
／

交
流
集
会
／
一
般
演
題

参
加
費
　
﹇
事
前
﹈一
般
６
０
０
０
円
、

学
生
１
０
０
０
円
、﹇
当
日
﹈
一
般

７
０
０
０
円
、
学
生
１
０
０
０
円

参
加
登
録
方
法
　
左
記
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

の
参
加
登
録
フ
ォ
ー
ム
よ
り

問
事
務
局

〒
３
２
９
‐
０
４
９
８

栃
木
県
下
野
市
薬
師
寺
３
３
１
１
‐

１
５
９

自
治
医
科
大
学
看
護
学
部
内

info@
bunkakango14.com

h
ttp

s://w
w

w
.b

u
n

kakan
g

o
1

4
.

com
/

第
36
回
日
本
助
産
学
会

学
術
集
会
　（
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
）

日
時
　

3
月
19
日（
土
）〜
20
日（
日
）

テ
ー
マ
　
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ヘ
ル
ス
を
始
点

と
す
る
助
産
ケ
ア

プ
ロ
グ
ラ
ム
　

会
長
講
演「
ウ
ィ
メ
ン

ズ
ヘ
ル
ス
を
始
点
と
す
る
母
子
ケ
ア
」

渡
邊
浩
子（
大
阪
大
学
）／
Ｉ
Ｃ
Ｍ
特

別
講
演（
同
時
通
訳
あ
り
）「A

n 

autonom
ous profession

：im
ple-

m
enting IC

M

’s M
id

w
ifery P

ro-

fessional Fram
ew

ork

」Dr. S
ally 

P
airm

an

（International C
onfed-

eration of M
idw

ives

）／
特
別
講
演

①「
産
婦
人
科
医
が
取
り
組
む
生
涯
を

通
じ
た
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
」木

村
正（
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
）、
②

「『
大
切
な
人
の「
想
い
」
と
と
も
に
』

１
１
２
日
間
の
マ
マ
」清
水
健（
フ
リ
ー

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）／
教
育
講
演
①「
多

職
種
で
実
現
す
る
女
性
の
心
と
体
の
健

康
」対
馬
ル
リ
子（
対
馬
ル
リ
子
女
性

ラ
イ
フ
ク
リ
ニ
ッ
ク
銀
座
・
新
宿
）、

②「
輝
く
老
年
期
を
迎
え
る
た
め
の
女

性
の
支
援
」神
出
計（
大
阪
大
学
）、
③

「
学
生
の
主
体
性
・
や
る
気
を
引
き
出

す
か
か
わ
り
」根
岸
和
政（
大
阪
大
学
）、

④「
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
ケ
ア
を
提

供
す
る
助
産
師
が
知
っ
て
お
く
べ
き
統

計
解
析
」新
谷
歩（
大
阪
市
立
大
学
）、

⑤「
母
か
ら
子
に
受
け
継
が
れ
る
腸
内

細
菌
」牧
野
博（
ヤ
ク
ル
ト
）／
市
民
公

開
講
座
①「
親
に
な
る
こ
と
」青
木
さ

や
か（
ワ
タ
ナ
ベ
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ

ン
ト
）、
②「
子
ど
も
の
脳
を
傷
つ
け

な
い
子
育
て
」友
田
明
美（
福
井
大
学
）

／
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
①「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

改
正
に
向
け
て
の
助
産
師
教
育
の
強

化
」（
全
国
助
産
師
教
育
協
議
会
）、
②

「
胎
児
期
か
ら
乳
児
期
ま
で
の
切
れ
目

な
い
支
援
」、
③「
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19

の
感
染
対
策
に
奮
闘
し
た
医
療
従
事
者

の
活
動
と
今
後
の
展
望
」、
④「
科
学

で
育
児
を
楽
し
む
」、
⑤「
が
ん
疾
患

を
持
つ
Ａ
Ｙ
Ａ
世
代
の
妊
孕
性
の
支

援
」、
⑥「
世
界
の
助
産
師
の
活
躍
に

2026/09/14 08:44:35



目
を
向
け
よ
う
：
助
産
師
を
元
気
に
」

（
若
手
研
究
者
活
躍
推
進
委
員
会
主
催
）

／
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
①「
地
域
で
の
継

続
支
援
を
推
進
す
る
」、
②「
助
産
師

が
行
う
避
妊
教
育
・
相
談
の
意
義
」、

③「
ア
ボ
ー
シ
ョ
ン
ケ
ア
の
課
題
：
女

性
、
助
産
師
、
シ
ス
テ
ム
の
調
査
か
ら

見
え
た
こ
と
」、④「
災
害
に
備
え
る『
減

災
カ
レ
ン
ダ
ー
助
産
師
版
』の
活
用
方

法
と
活
用
効
果
」、
⑤「
乳
腺
炎
ケ
ア

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
２
０
２
０
　
あ
な
た
も

乳
腺
炎
重
症
度
判
別
ス
コ
ア
リ
ン
グ
の

達
人
に
な
ろ
う
」、
⑥「
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
読
み
解
き
方
と
活
用
」、
⑦「
社

会
の
変
化
に
即
応
す
る
政
策
活
動
の
展

開

―
コ
ロ
ナ
陽
性
妊
産
婦
へ
の
支

援
」／
交
流
集
会
①「『
母
子
の
た
め
の

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
』
を
創
ろ
う
」、

②「
や
せ
体
格
の
妊
婦
の
体
重
増
加
を

ど
う
支
援
す
る
か

―
改
訂
さ
れ
た

『
妊
娠
前
か
ら
は
じ
め
る
妊
産
婦
の
た

め
の
食
生
活
指
針
』
を
ふ
ま
え
て
」、

③「
助
産
政
策
に
強
く
な
ろ
う
！

―

第
8
次
医
療
計
画
に
向
け
た
助
産
師
の

役
割
発
揮
」

事
前
参
加
登
録
　
﹇
第
1
次
受
付
﹈
会

員
８
０
０
０
円
、
非
会
員
1
万 

２
０
０
０
円
、
学
生（
会
員
）無
料
、﹇
第

2
次
受
付
﹈
会
員
1
万
円
、
非
会
員

1
万
４
０
０
０
円
、学
生（
会
員
）無
料
、

学
生（
非
会
員
）４
０
０
０
円

参
加
登
録
期
間
　
﹇
第
1
次
受
付
﹈
2

月
28
日（
月
）
ま
で
、﹇
第
2
次
受
付
﹈

3
月
1
日（
火
）〜
16
日（
水
）

参
加
登
録
方
法
　
左
記
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

の
参
加
登
録
フ
ォ
ー
ム
よ
り

問
運
営
事
務
局

〒
５
３
１
‐
０
０
７
２

大
阪
市
北
区
豊
崎
3
‐
20
‐
1

イ
ン
タ
ー
グ
ル
ー
プ
ビ
ル

イ
ン
タ
ー
グ
ル
ー
プ
内

☎
０
６
‐
６
３
７
２
‐
３
０
５
２

０
６
‐
６
３
７
６
‐
２
３
６
２

jam
36@

intergroup.co.jp

http://jam
36.um

in.jp/index.htm
l

日
本
地
域
看
護
学
会

第
25
回
学
術
集
会

（
現
地
＋
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
）

日
時
　

8
月
27
日（
土
）〜
28
日（
日
）

現
地
会
場
　

富
山
国
際
会
議
場（
富
山

県
富
山
市
）

テ
ー
マ
　
地
域
生
活
者
の
健
康
と
存
在

を
護
る
地
域
看
護
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ン

―
当
事
者
・
家
族
が
普
通
に
生
活

で
き
る
暮
ら
し
の
場
づ
く
り

プ
ロ
グ
ラ
ム
　

学
術
集
会
長
講
演「
当

事
者
・
家
族
の
暮
ら
し
の
場
で
生
活
を

護
る
地
域
看
護
」田
村
須
賀
子
／
特
別

講
演「
地
域
看
護
へ
の
期
待

―
看
護

職
の
自
立
の
た
め
に
」上
野
千
鶴
子
／

教
育
講
演
①「〝
家
族
の
総
意
〞を
ど
う

作
り
上
げ
る
か

―
解
決
志
向
型
の

家
族
シ
ス
テ
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
」柳
原
清

子
、
②「
住
民
主
体
の
共
生
型
地
域
づ

く
り
と
Ａ
Ａ
Ｒ
循
環
」堀
田
聰
子
、
③

「
今
、
あ
ら
た
め
て
働
き
盛
り
世
代
へ

の
健
康
ア
プ
ロ
ー
チ
」大
神
あ
ゆ
み
、

④「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
禍
の
保
健
師
の
現

任
教
育
」佐
伯
和
子
／
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

Ａ「
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
向
き
合
い
対
応

し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
着
実
に
積
み
上

げ
る
保
健
師
活
動
」松
下
光
子
ほ
か
、

Ｂ「
地
域
で
と
も
に
生
き
る
」佐
藤
伸

彦
ほ
か
、
Ｃ「
地
域
包
括
ケ
ア
に
必
要

な
多
職
種
間
の
情
報
共
有
を
支
え
る
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
」金
井
秀
明
ほ
か
／
指

定
集
会
①「
生
活
と
医
療
を
統
合
す
る

継
続
看
護
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

―
実
践

へ
の
活
用
」長
江
弘
子
ほ
か
、
②「
地

域
で
守
る
子
ど
も
の
健
康

―
ネ
ッ

ト
依
存
」山
田
正
明
ほ
か
、
③「
ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
禍
の
訪
問
看
護
」加
藤
真
理

子
ほ
か
、
④「
生
活
保
護
利
用
者
の
健

康
自
己
管
理
支
援
」谷
山
牧
ほ
か
／
市

民
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
禍
の
自
殺
対
策

―
地
域
で
起

き
た
分
断
の
回
復
に
向
け
て
」立
瀬
剛

志
ほ
か
／
理
事
会
企
画
ゼ
ミ
ナ
ー
／
一

般
演
題
／
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
／
企
画
展

示
な
ど

参
加
費
　
﹇
事
前
﹈
会
員
1
万
円
、
非

会
員
1
万
２
０
０
０
円
、﹇
当
日
﹈
会

員
・
非
会
員
と
も
1
万
２
０
０
０
円
、

学
生（
大
学
院
生
除
く
）３
０
０
０
円

事
前
参
加
申
込
期
間
　

1
月
11
日（
火
）

〜
6
月
30
日（
水
）24
時

申
込
方
法
　
左
記
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
よ
り

オ
ン
ラ
イ
ン
登
録

参
加
費
支
払
期
限
　

6
月
30
日
ま
で

問
運
営
事
務
局

〒
４
５
６
‐
０
０
０
５

愛
知
県
名
古
屋
市
熱
田
区
池
内
町
3
‐

21
　
ユ
ピ
ア
内

jachn25@
yupia.net

☎
０
５
２
‐
８
７
２
‐
８
１
０
１

（
平
日
10
：
00
〜
16
：
00
）

０
５
２
‐
８
８
２
‐
９
６
１
２

https://jachn25.yupia.net
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